
健康まつえ２１基本計画に基づく
令和6年度保健事業等実施計画について

資料－1
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健康まつえ21評価からみえた課題

１．死亡原因 悪性新生物、心疾患、脳血管疾患

２．三大疾病の死亡率推移

悪性新生物（増加）、脳血管疾患（男性横ばい、女性微増）

虚血性心疾患（微減）

３．悪性新生物 部位別死亡率

男性：肺がん、大腸がん

女性：大腸がん、肺がん、乳がん

４．介護の原因疾患

【前期高齢者】 男性：悪性新生物、脳血管疾患、筋骨格系疾患

女性：筋骨格系疾患、脳血管疾患

【後期高齢者】 男性：認知症、脳血管疾患、心疾患

女性：筋骨格系疾患、認知症

（圏域重点：大腸がん（男女）、乳がん）
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基本理念 みんなで支え合い 健康寿命をのばそう

目標 健康寿命の延伸

中間成果 健康課題の改善

直接成果 生活習慣の改善・意識や行動の変化 直接成果 環境の改善

女性の骨折予防・フレイル予防
骨量は20歳代で最高値となるため、学童期、思春期の食習慣や運動習慣、
適正体重の維持が重要

・食習慣
・運動
・休養・こころ
・歯・口腔
・喫煙・飲酒

・健康診査 ・がん検診
・歯科健診
・循環器疾患対策
（脳血管疾患、虚血性心疾患）

・糖尿病対策

①生活習慣病の発症予防や重症化予防の取組

保健活動体系図

ライフステージ・性差等に応じた健康づくり

・フレイル予防
低栄養予防
口腔機能維持
社会参加
骨折対策 など

・自然に健康になれる環境づくり
健康的な食環境づくり
歩きたくなる環境づくり

・学校・事業所・地域における
健康づくり

③環境整備②生活機能の維持・向上
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計画のPRについて

○新計画の啓発

市報松江5月号掲載

松江市ホームページ

関係機関への計画書の配布

関係団体を通じた周知啓発

ロゴを活用したPR
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（基本方針3）
取組みの方向性

６．健康管理体制の推進（全年齢）

７．地域での健康づくりの推進（全年齢）

８．事業所での健康づくりの推進（概ね18～70歳）

９．学校等での健康づくりの推進（概ね0～22歳）

１０．自然に健康になれる環境づくり（全年齢）

ライフステージに応じた健康づくりを支える環境整備

乳幼児期・学童期・
思春期

妊産婦期・青年期・
壮年期

高齢期

（基本方針2）ライフステージ

１．健康的な食習慣づくり

の推進

２．運動習慣づくりの推進

３．休養・こころの健康づ

くりの充実

４．歯・口腔の健康づくり

の推進

５．喫煙・飲酒対策の推進

（基本方針1）
取組みの方向性

（概ね0～19歳） （概ね20～64歳） （概ね65歳以上）

「生涯を通じた健康づくりの基盤と
なる」時期

・ 子どもの頃に正しい生活習慣を身に
つけることで生涯を通じた基盤をつ
くる。

「就職・結婚・子育てなどライフスタ
イルがめまぐるしく変化する」時期

・就職・結婚・子育てなどライフスタ
イルがめまぐるしく変化する時期な
ので、自身のライフスタイルにあっ
た健康づくりが必要。

「人生の目標や社会との関わりに
変化がでる」時期

・仕事や子育てが落ち着き、「目標」
や「社会との関わり」に変化が出る
時期。認知症や要介護状態を防ぐた
めに正しい知識を身につけ、心身の
状態に応じた行動をとる必要がある。

健康まつえ21
基本計画

（健康増進）

子ども・子育て
支援事業計画

（子育て支援）

介護保険
事業計画

（介護予防）

・生活習慣病の発症予防・重症化予防
・生活機能の維持・向上
（フレイル防止・骨折予防）

・自然に健康になれる環境整備

健康寿命
延 伸

・親子の健康づくり

・子育て支援

・児童虐待予防

・生活習慣病の発症予防・重症化予防

・高齢者保健事業と介護予防の一体的実施

・生活機能の維持・向上（フレイル防止・骨折予防）

健康寿命
延 伸

子どもの
健やかな
成 長

目標

健康課題
（対策）

①生活習慣病予防
（高血圧・糖尿病・がん・若年のやせ）

②生活機能の維持・向上
（低栄養・骨折・フレイル）

各種計画と連動した取組み

③環境整備
食環境・くらしにとけこむ健康づくり・学校や職場、地域での健康づくり

対策
（健康課題）

①生活習慣病予防
（高血圧・糖尿病・がん・若年のやせ）

②生活機能の維持・向上
（低栄養・骨折・フレイル）
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健康づくりの取組みの柱

低栄養・骨折・フレイル予防

自然に健康になれる環境づくり（食環境づくり、くらしにとけこむ健康づくり）

学校や事業所、地域での健康づくり

適切な生活習慣、適正体重の啓発

健（検）診受診率向上、がん、脳血管疾患・糖尿病対策

①生活習慣病の発症予防や重症化予防の取組

②生活機能の維持・向上

③環境整備
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・るるくるの推進

・食習慣（減塩・野菜摂取）、適正体重の維持（肥満、低体重予防）

・運動習慣づくり

・歯・口腔の健康づくり（歯周病対策、口腔機能維持）

⇒ライフステージや性差に応じた取組アプローチ

一次予防

【主な連携先】

○乳幼児期：幼稚園・保育所 ○学童・思春期：学校・PTA

○壮年期：職域 ○高齢期：地域

①生活習慣病の発症予防の取組
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歯科保健
健診・事業への

参加勧奨

口腔ケア習慣・かかりつけ歯科医による定期的なチェック習慣の啓発

歯つらつ健口教室地域歯科衛生士活用 口腔体操

健康セルフチェック るるくる習慣の啓発

体重測定 血圧測定

身体活動・運動

骨密度測定

運動の効果や必要性に関する普及・啓発

まつえっこ体操 ヘルボラ活用特定保健指導

フレイルチェック食習慣チェック

普及啓発メニュー 乳幼児期・学童期・
思春期

妊産婦期・青年期・
壮年期

高齢期

（基本方針2）ライフステージ

栄養・食生活

健康課題
（対策）

（概ね0～19歳） （概ね20～64歳） （概ね65歳以上）

「生涯を通じた健康づくりの基盤と
なる」時期

「就職・結婚・子育てなどライフスタ
イルがめまぐるしく変化する」時期

「人生の目標や社会との関わりに
変化がでる」時期

生活習慣病予防
（高血圧・糖尿病・がん・若年女性のやせ）

生活機能の維持・向上
（低栄養・骨折・フレイル）

１日３食規則正しく食べる食習慣・栄養バランスのとれた食事の啓発
（１日２食以上バランス御膳・１日５皿の野菜摂取・１日７ｇ以下の塩分）

塩分・野菜摂取量
チェック

バランス数
え歌

バランス御膳
弁当セミナー

バランス御膳
ミールキット

ベジ
チェック

食改・地域
栄養士活用

口腔ケア指導

からだ元気塾

けんしん受診

リハ職派遣まめまめ体操

ライフステージや対象者に
合わせたメニューで効果的
な啓発を行います
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ベジチェック

健康状態を見える化👀します

手のひらをセンサーに
約３０秒あてるだけで、
簡単に推定野菜摂取量
がわかる
（KAGOMEが開発）

骨密度測定
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・健診・がん検診の受診率向上
・特定保健指導実施率向上
（松江市国保特定健診受診者）

・がん精密検査受診率向上

コントロール不良者の減少
・Ⅱ度高血圧以上者および血糖HbA1c 7.0％以上者の減少
（松江市国保特定健診受診者）

二次予防

三次予防

①生活習慣病の重症化予防の取組

東出雲地区健康まつえ21推進隊作成
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０次予防 １次予防 ２次予防 ３次予防

健診・がん検診を
受ける

健診を受けて
生活改善をする

健康づくり 受診をする
治療を受ける

再発防止をする

６月～

糖尿病治療
中断者受診勧奨７月～

9月～
健康診査

がん検診

生活習慣病
予防講演会

未受診者対
策 禁煙支援

特定保健指導 未治療者
勧奨

脳梗塞治療

中断者受診
勧奨

精密検査未受
診者への受診

勧奨

緊急精密検査
受診勧奨

糖尿病治療

中断者受診
勧奨

重症化予防メニュー

重症化を未然に防ぐ
ため、対象者に個別
にアプローチを行い
ます。



健康づくりの取組みの柱

低栄養・骨折・フレイル予防

自然に健康になれる環境づくり（食環境づくり、くらしにとけこむ健康づくり）

学校や事業所、地域での健康づくり

適切な生活習慣、適正体重の啓発

健（検）診受診率向上、がん、脳血管疾患・糖尿病対策

①生活習慣病の発症予防や重症化予防の取組

②生活機能の維持・向上

③環境整備
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②生活機能の維持・向上（低栄養・骨折・フレイル予防）

〇医療費や介護給付費の増加の要因となっている循環器疾患及び

糖尿病予防対策、骨折予防対策が必要。

生活習慣病予防・重症化予防

各種健診等の受診
適正な医療受診
治療の継続

フレイル予防

低栄養予防
オーラルフレイル予防
運動
社会参加

介護予防
介護度重症化防止
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事業 サービス種類 内容

一般介護予防事業

リハビリテーション専門職派遣事業 介護予防の取組を機能強化するため、通所、訪問、地域
ケア会議、住民主体の通いの場等へのリハビリ専門職等
による助言等を実施する事業

からだ元気塾 市内各会場で週１回開催する運動教室。外出自粛による
運動機能低下を防ぐ効果も期待できる事業。

歯つらつ健口教室 市内歯科医院への通所型（全２回）で口腔機能検査・口腔
体操等の歯科指導を実施。

なごやか寄り合い 地域の集会所等で公民館の支援を受けながら市民が自
主的に開催する高齢者の通いの場。

※ΣΞκᾕṓ Ы˔Уи͍͎ͺ΄τοὮ˙Ỳ ͍͌ⱲΤϣ Ϭ ʻ

普及啓発メニュー
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重症化予防メニュー

骨折を未然に防ぐためフレイル対策の強化に向けて検討しています

社会

参加

運動

栄養
・

口腔

低栄養予防

オーラルフレイル予防

転倒予防

通いの場
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健康づくりの取組みの柱

低栄養・骨折・フレイル予防

自然に健康になれる環境づくり（食環境づくり、くらしにとけこむ健康づくり）

学校や事業所、地域での健康づくり

適切な生活習慣、適正体重の啓発

健（検）診受診率向上、がん、脳血管疾患・糖尿病対策

①生活習慣病の発症予防や重症化予防の取組

②生活機能の維持・向上

③環境整備
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健康無関心層も含めた
自然に健康になれる環境づくりが必要

③環境整備

健康的な食環境づくりの推進

くらしにとけこむ健康づくりの推進
学校、事業所、地域での健康づくりの推進
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食生活の課題

20歳以上の約９割以上が野菜不足

20歳以上の約４割が塩分摂取量多め

食生活に対する意識が低下
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市内の事業所や島根県
の食環境整備事業と
連携して取り組みます



松江の健康課題解決に協
働で取り組んでくれる人、
組織、団体を探していき
ます
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地域おこし協力隊との連携

市内コワーキングスペース利用者を対象としたエクササイズイベントの様子
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適切な生活習慣がもたら
す体への効果を体験しな
がら学ぶ機会を作り、
授業やPTA活動で展開し
てもらうよう働きかけて
いきます。
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骨密度測定 口腔ケア習慣

食習慣チェック

子宮頸がんワクチン接種
について

高校生への授業風景

ベジチェック

26



健康経営を実践している
事業所と連携して取り組
みます。

①必要性や効果を伝える

②小規模事業所でも実践
できるしくみを考える。
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イキイキと活躍できる“Life and 
Wellness”な職場をつくります

栄養士アドバイス付きランチ会
の提案

ᵠ従業員様の健康管理に
ᵠ社内コミュニケーションの向上に

事業所
向け

写真はイメージです

取組み案①

健康経営を実践する事業
所と、効果的な波及方法を
検討

取組み案②

普段の
野菜量で
大丈夫？

適正塩分
を確認
しよう

バランス
よく食べ
るコツ
は？
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お茶処松江ならではの健康づくり
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できる

⁸ ֝

・保育所、幼稚園、学校との
連携

健康福祉・子ども子育て部局

・各地区のウォーキング
コース等の紹介

・乳幼児期からの骨粗鬆症予防
の取組み

・介護予防事業

産業経済部局

・活動促進につながるイベント等
の開催

・階段に消費カロリー表示など

政策部局

・新聞、テレビ、ラジオ等との連携
した啓発

・好事例紹介

・ＳＮＳ等での効果的な情報発信

まちづくり・都市整備部局

・「まつえっこ体操」の普及
啓発

・事業所での運動促進啓発

・歩道の整備

・歩きたくなる街づくり

・地域での共食の推進

・弁当業者、スーパー等と
連携したバランス食の提供

・1人分やカット野菜等の販売
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